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、
佐
渡
の
一
一
ホ
ン
ト
キ
が
絶
滅
す

て
い
る
が
、
動
物
園
で
は
ク
ロ
ト

ア
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
独
立
し
て
急
速
な
発
展
を
見
せ

て
い
る
。
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
の
販
売
禁
止
が
物
語
る
よ
う

に
動
物
園
内
に
ゴ
ミ
が
見
当
た
ら
な
い
。
売
店
附
近
に
し

か
な
い
ゴ
ミ
箱
に
は
、
投
入
口
に
サ
ン
キ
ュ
ー
と
記
さ
れ

て
あ
る
。
１
日
に
２
度
は
激
し
い
ス
コ
ー
ル
が
降
る
が
、

そ
の
排
水
溝
の
整
備
が
す
ば
ら
し
い
。
ぬ
か
る
み
が
な
い
。

時
間
が
足
り
な
い
の
で
翌
日
は
、
早
々
に
世
界
一
と
い

わ
れ
る
ジ
ュ
ロ
ン
。
バ
ー
ド
・
パ
ー
ク
へ
急
い
だ
。
タ
ク
シ

ー
な
ら
加
分
ほ
ど
だ
が
、
せ
っ
か
く
の
こ
と
だ
か
ら
と
地

赤
道
直
下
だ
か
ら
、
知
℃
を
越
す
こ
と
は
よ
く
あ
る
。

そ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
動
物
園
に
、
あ
の
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

が
、
ド
ブ
ー
ン
、
ガ
ラ
ス
張
り
、
透
明
度
バ
ッ
グ
ン
の
プ

ー
ル
で
泳
ぐ
姿
に
学
童
が
集
っ
て
い
た
。
ウ
ー
ン
、
こ
れ

が
近
々
王
子
動
物
園
で
完
成
予
定
の
モ
デ
ル
だ
。
さ
ら
に

足
ど
め
を
く
ら
っ
た
の
は
、
カ
バ
舎
で
あ
る
。

「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
カ
バ
は
魚
食
べ
る
の
．
．
…
．
、
カ
バ
は
プ

ー
ル
の
底
を
歩
く
の
で
す
か
．
：
…
」

小
学
生
か
ら
の
質
問
が
よ
く
あ
る
。
い
ま
日
曜
、
祝
日

に
は
園
内
の
科
学
資
料
館
内
で
〃
こ
ど
も
動
物
相
談
″
を

魚と一緒に水中を泳ぐカバを猫から見ることができる。

行
っ
て
い
る
。

「
あ
の
ね
、
カ
バ
は
草
食
性

だ
か
ら
魚
は
食
べ
な
い
よ
、

と
く
に
イ
ネ
科
の
草
が
大
好

き
な
ん
だ
ノ
．
」

と
、
話
し
て
も
神
戸
で
は
水

中
の
カ
バ
は
見
え
な
い
。
こ

こ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、

ガ
ラ
ス
張
り
プ
ー
ル
で
魚
と

い
っ
し
ょ
に
泳
ぐ
カ
バ
を
見

せ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

１
９
６
５
年
に
マ
レ
ー
シ

下
鉄
を
利
用
、
ち
よ
う

の
出
勤
時
。
１
９
９
０

最
後
の
駅
ブ
ー
ン
レ
イ

点
）
が
完
成
し
た
ば
か

あ
っ
て
、
電
車
も
プ
ラ

ホ
ー
ム
も
ジ
ュ
ラ
ル
ミ

ス
テ
ン
レ
ス
で
ピ
カ
ピ

や
落
書
き
な
ど
全
く
な

カ
ー
ド
同
様
磁
気
カ
ー

あ
る
。
同
じ
駅
で
は
加

限
が
あ
っ
て
、
時
間
を

構
内
、
車
内
、
全
て
禁

最
終
駅
の
３
つ
手
前

見
て
お
き
た
か
っ
た
世

ロ
ン
・
バ
ー
ド
・
パ
ー

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
）
の
ゲ
ー
ト

ぐ
っ
た
の
は
９
時
釦
分

や
学
童
の
遠
足
で
賑
っ

た
。
面
積
加
万
㎡
園
内

最
新
式
の
モ
ノ
レ
ー
ル

る
よ
う
に
往
復
し
て
お

至
る
と
こ
ろ
熱
帯
樹
林

と
、
よ
く
整
備
さ
れ
た

帯
、
園
内
全
て
が
大
庭

あ
る
。
そ
こ
に
世
界
中

特
に
熱
帯
烏
類
が
飼
育

ジ
で
は
カ
ワ
セ
ミ
類
が

さ
っ
と
川
魚
を
捕
食
す

【
真
赤
な
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ト
キ
の
仲
間
は
躯
種

る
の
で
は
と
心
配
さ
れ

ウ
ジ
ョ
ウ
ト
キ
に
驚
く
》

カ
ピ
カ
の
最
新
シ
ス
テ
ム
、
ポ
イ
捨
て

く
な
い
。
カ
ー
ド
キ
ッ
プ
は
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
に
な
っ
て
い
て
、
有
効
時
間
が

は
加
分
、
４
駅
以
内
は
如
分
と
時
間
制

間
を
超
過
す
れ
ば
罰
金
を
と
ら
れ
る
。

て
禁
煙
、
飲
食
禁
止
だ
。

手
前
、
ジ
ュ
ロ
ン
東
で
下
車
、
一
度
は

た
世
界
最
大
規
模
の
野
鳥
公
園
、
ジ
ュ

が
ホ
バ
リ
ン
グ
を
目
の
前
で
見
せ
、

ンツリ，‐、年ど
とトと終に朝

地下鉄内の筆者ｃ

る
０
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函

夜
行
性
鳥
類
ば
か
り
を
集

め
た
〃
闇
の
世
界
館
“
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
照
明
、
天

井
に
は
星
が
輝
き
虫
の
鳴
き

声
、
す
ご
い
種
類
の
フ
ク
ロ

ウ
。
夜
行
性
で
あ
る
ゴ
イ
サ

ギ
、
ヨ
ル
ア
オ
サ
ギ
な
ど
も

見
せ
、
な
ん
と
い
っ
て
も
繁

殖
に
成
功
し
た
キ
ウ
イ
は
世

キ
、
ム
ギ
ワ
ラ
ト
キ
、
シ
ロ
ト
キ
、
そ
れ
に
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
ト
キ
が
よ
く
繁
殖
し
て
い
た
。

「
す
ご
い
赤
色
だ
／
、
」

ゾ
ウ
が
真
っ
黒
だ
っ
た
こ
と
同
様
に
お
ど
ろ
く
ば
か
り

だ
っ
た
。

【
素
晴
ら
し
い
烏
の
楽
園
】

カ
ー
ド
チ
ケ
ッ
ト
で
入
園
と
同
時
に
オ
ー
ム
の
大
合
唱

に
圧
倒
さ
れ
る
。
オ
ー
ム
類
は
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
東

南
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
南
米
の
熱
帯
、
亜
熱

帯
に
多
数
分
布
し
て
い
て
、
大
き
く
３
種
類
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
パ
ロ
ッ
ト
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
）

（
ロ
ー
リ
ー
、
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
）

（
コ
カ
ト
ウ
ー
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ａ
Ｔ
○
Ｏ
）

南
米
に
い
る
最
大
級
の
ス
ミ
レ
イ
ン
コ
、
い
ま
し
た
、

い
ま
し
た
。
神
戸
に
い
る
自
慢
の
大
形
イ
ン
コ
が
放
し
飼

い
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
う
れ
し
く
な
っ
た
が
、
そ
の
隣

り
に
真
っ
黒
の
イ
ン
コ
を
見
つ
け
び
っ
く
り
、
「
カ
ラ
ス

み
た
い
」
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
で
、
強

い
ク
チ
バ
シ
で
榔
子
の
実
を
噛
っ
て
食
べ
る
こ
と
か
ら
、

「
ク
ロ
ヤ
シ
イ
ン
コ
」
と
よ
ぶ
。

9３

；

炉
蝿
静
訣
潔

( 上）大きなくちばしのアカサイチョウ
( 下）全身真赤なショウジョウトキ

ﾘ ｽの瀧箇
侭錨蝉騒

I 勤職彊鰯しり百科

界
で
も
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
あ
の
巨
大
な
ク

チ
バ
シ
の
サ
イ
チ
ョ
ウ
類
妬
種
全
て
が
飼
育
さ
れ
、
多
く

が
繁
殖
し
て
い
た
。
巣
箱
が
工
夫
さ
れ
、
飼
育
舎
の
裏
に
ネ

ズ
ミ
捕
り
が
何
ｍ
台
も
仕
掛
け
ら
れ
て
い
た
謎
は
、
キ
ー

パ
ー
が
生
餌
に
し
て
い
る
瞬
間
を
目
撃
し
て
分
っ
た
。

【
オ
オ
カ
ン
バ
ト
、
日
本
名
カ
ン
ム
リ
バ
ト
３
種
、
展

示
、
全
て
繁
殖
（
ト
ッ
プ
写
真
）
】

神
戸
で
も
何
度
も
飼
育
し
た
が
越
冬
に
失
敗
、
１
種
類

と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、
３
種
を
は
っ
き
り
と
区
別
し

て
飼
育
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
オ
オ
カ
ン
バ
ト
は
ニ
ュ
ー

ギ
ー
ー
ァ
に
住
み
ハ
ト
の
仲
間
で
最
大
、
ア
ヒ
ル
位
の
鳩
だ
。

オ
ス
は
鳴
き
な
が
ら
メ
ス
の
前
で
蹴
び
は
ね
、
求
愛
ダ
ン

ス
が
と
て
も
面
白
い
。
や
は
り
熱
帯
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い

う
自
然
条
件
が
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
強
い
色
彩
を
生
み
多
く

を
繁
殖
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
動
物
科
学
資
料
館
の
宍
戸
正

芳
君
と
一
一
人
旅
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

課I■■■吃Ｅ
鶏

ジュロンパードパーク内で、宍戸正芳さん。

こども動物園相談コーナー

☆野性動物の特徴習性、観
察のしかた、飼育体験な
どをお答えします。

☆相談に来た方に､ ｢ 動物も
のしり百科」をさしあげ
ます。シリーズで染めて
下さい。
●日咽日と祝日のみ
●１０：００～１１二３０，１３：３０
～１５：００

⑧動物科学資料館内
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たとえば､？

城!|詮？
どうやうてつくるんで？

管

毒正

一

人類は斜学を信じ旨お誹り
さまざきな－１Lぎす１１、
見えなくなうてしまった

たとえば､銑'|蚤じゃ．
そこで‘わたしは
狭I | ' 塗つくろうと思う

非料学の粋さ集めて
つくるのし､ ､や

コウモリのつば‘さ
トカケのしっぽ°
ﾋｰｷｶ'エルの足′‘'‘

７

凡

３

子

9４

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



垣 画

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１

醗剛細闘砿畷

認謎

､;：

ｌ
Ｊ
ｃ
Ｉ
別
周
年
特
別
事
業
室
と
い

う
の
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

ひ
と
つ
は
、
今
年
が
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
創
立

卵
周
年
の
年
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
卵
年
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、 ム

「
Ｊ
Ｃ
の
活
動
は
、
時
間
も
と
ら
れ
ま
す
し
、
し

ん
ど
い
で
す
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
、
自
分

の
修
練
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
佐
野
さ
ん
。

「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
神
戸
大
会
を
成
功

さ
せ
よ
う
」
の
第
３
回
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
卵

周
年
特
別
事
業
室
で
の
仕
事
を
な
さ
っ

て
お
ら
れ
る
神
戸
Ｊ
Ｃ
副
理
事
長
の
佐

野
元
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

:墨璽、慰帝君 ｒ碗kLl E IⅨＤＲＩ【ＬＬＣｎＬＤにqH Q虹舞
T H Z Q O L p [ N A N N W陣$ＡＪＷＯ『I q

J C l 世界会: 農神戸大会
1 9 9 4年1 1月1 0日～2 0日

佐
野
元
彦

八
神
戸
Ｊ
Ｃ
副
理
率
長
Ｖ

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

●
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
神
戸
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
八
３
Ｖ

ホ

ピ将
来
の
訓
年
を
考
え
る
記
念
に
な
る
事

業
を
し
よ
う
と
い
う
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
創
立
印

周
年
記
念
事
業
」
、
そ
し
て
も
う
ひ
と

つ
は
、
せ
っ
か
く
多
く
の
方
々
が
来
神

さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

会
議
だ
け
で
な
く
、
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
は
か
れ
る
よ
う
な
事
業
を
し
よ

う
と
い
う
「
特
別
事
業
」
で
す
。
具
体
的

に
は
、
前
者
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
印
年
の

歩
み
を
写
真
や
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
、
皆

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ

泉
の
広
場
」
（
ｎ
月
型
日
Ｉ
蝿
日
、
国

際
展
示
場
に
て
開
催
予
定
）
と
、
日
本

Ｊ
Ｃ
が
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
加
盟
し
た
時
の
い
き

さ
つ
を
当
時
の
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
役
員
の
方
に

講
演
し
て
頂
く
「
今
昔
物
語
」
（
ｎ
月
娼

日
、
国
際
会
議
場
に
て
講
演
予
定
）
が
あ

り
ま
す
。
後
者
に
は
、
ア
ン
テ
ナ
作
り

と
今
年
度
の
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
慰
労
も

兼
ね
た
「
サ
ン
セ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
弧
年
世
界
理
事
長
会
議
）
、
妬
年
以
降

の
事
業
の
あ
り
方
を
一
方
的
な
見
方
だ

け
で
は
な
く
多
方
向
か
ら
考
え
る
「
サ

ン
ラ
イ
ズ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
（
祁
年
世
界
理

事
長
会
議
）
、
そ
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
は
各
Ｊ

Ｃ
の
活
動
の
中
で
優
れ
た
も
の
に
報
奨

１
９６
１

．
‐
Ｆ
Ａ
ク
ニ；

ホ
うぐ

を
与
え
る
制
度
が
あ
る
ん
で
す
が
、
過

去
の
報
奨
を
受
け
た
活
動
の
例
を
集
め

て
展
示
す
る
「
夢
工
房
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
世
界
会
議
神

戸
大
会
は
、
従
来
の
世
界
会
議
と
し
て

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
Ｊ

Ｃ
Ｉ
創
立
帥
周
年
記
念
事
業
、
特
別
事

業
を
合
わ
せ
た
３
本
立
て
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
我
々
が
提
唱
し
て
い

る
「
神
戸
ホ
リ
デ
ー
」
を
絡
め
て
作
り

上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ｌ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
な
さ
る

ん
で
す
ね
。

５
月
過
日
か
ら
の
神
戸
ま
つ
り
に
ブ

ー
ス
を
出
し
て
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
説
明
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
し
て
は
、
主
に
通
訳
に
な
り
ま
す

が
、
他
に
海
外
メ
ン
バ
ー
の
ホ
ー
ム
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
受
け
入
れ
て
頂
け
る

家
庭
を
募
集
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
の
な
か
に
は
、

開
会
式
の
後
、
そ
の
開
催
国
の
一
般
家

庭
を
１
日
見
学
す
る
と
い
う
の
が
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
あ
る

ん
で
す
が
、
せ
っ
か
く
神
戸
に
来
て
頂

く
の
で
す
か
ら
、
１
日
だ
け
で
は
な
く
、

実
際
に
会
議
開
催
期
間
中
に
一
般
家
庭

に
ス
テ
イ
し
て
、
神
戸
で
の
生
活
を
体

験
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
国
際
交
流
に
理
解
を
示

し
て
下
さ
る
家
庭
を
求
め
て
い
る
ん
で

す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

タ
リ
フー

イ

に

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



コーディネイタ一小室豊允さん

若
さ
を
瀧
晦
螺

楽
し
む
た
め
に

鍵窯謹ＩＢＥＦＯＲＥ

ＫＦＳ２０周年記念 罵露ツ 可篭

鱗シンポジウム＆ティーチイン

激論３時間. ／
繍繍鰯

ﾃ ｰ ﾏ ハートａｎｄハート

堀江珠喜さん
大阪府立大学
総合科学部助教授

⑬齢と共に気になりだすシワやタルミも
目は顔の印象を決定づける大事な部分。目の周りの小ジ

ワや目の下のタルミは、とても気になるものです。
目の下のタルミは、余分な皮膚を取り除くことで、きれ

いに若々しくすることができます。
また、小ジワには手軽なコラーケン注入がおすすめです。
・費用目の下のタルミ取り２０万円

コラーゲン注入１回４万円～

ＫＯＢＥいま～みらい
③基調講演「ファッション都市神戸の課題」
講師小室豊允さん

⑧激論３時間

高野多美さん
く神戸大丸コーディネイタ－＞

●ホホからアゴにかけての皮膚のタルミも
ホホから首の部分にかけての皮層のタルミは、フェイス
リフトで余分な皮層のタルミを取り除くことで、顔全体に
張りを出すことができます。
この手術で５～1 0 歳は若返ることができます。
・費用フェイスリフト６０万円
※表示金額以外、費用は一切かかりません。
☆カウンセリング無料

日時平成６年９月1 6 日( 金）

<漂灘蕊教授＞
パネラー新谷房紀さん

く彫刻家＞

武田則明さん
く建築家＞

場所神戸風月堂 8 ８

ＰＲＲＳＥＮＴ
美容整形に関しての最新情報を満載した本「スーパー美容術のすべて一美しさ自由
自在」（品川美容外科監修）を抽選でプレゼント。ご希望の方はハガキに住所･ 氏名・
年齢･ 電話番号を書いて下記の宛先までお送りください。

〒1 0 8 東京都港区港南２－６－３新富ピル３Ｆ
ビューティークラブ「スーパー美容術のすべて」プレゼント神戸っ子係まで

窓078(331)7183<女性〉
蜜078(331)4102<男性〉

〈 ＞

9７
入場料１名につき3 0 0 0 円（お弁当代含む）

圏品jll美容ﾀﾄ科形成外科

事務局神戸っ子担当日野 診療崎間〆A M 1 U : U U ～ＨＷ: U U ( 年中飛休ノ神戸市中央区三宮町
※各種クレジットカード・ローン可1 - 3 - 3 小林ビル6 Ｆ
診療時間／A M 1 0 : ００～P M 7 : ００(年中無休）

I塞圃０６(312)1420<女性＞函075(344)3386<女性＞
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絵
と
文
右
近
雅
夫
〈
票
勇
蕊
罫
ト
ゥ
藷
‐
〉

ニ
ュ
ー
・
オ
ル
リ
ン
ズ

マ
イ
ア
Ｅ

ｚ
の
言
○
特
﹈
①
目
の
か
ら
僕
等
は
再
び
巨
旨
日
芦
に
戻
っ

て
来
た
。
空
港
で
借
り
た
レ
ン
タ
カ
ー
は
ト
ヨ
タ
の
「
コ

ロ
ー
ラ
」
、
此
の
前
借
り
た
シ
ポ
レ
ー
の
「
ル
ミ
ナ
」
よ
り

一
回
り
小
さ
い
が
と
て
も
運
臆
し
易
い
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
も

最
近
、
日
本
車
の
進
出
が
目
立
っ
て
来
た
が
日
本
人
の
僕

に
ざ

が
自
分
で
口
Ｈ
本
製
の
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
れ
る
の
は
何
時

も
外
国
旅
行
の
時
丈
と
云
う
の
は
皮
肉
な
関
係
で
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
僕
が
仕
事
に
行
く
時
使
っ
て
い
る
の
は

モ
ン
ザ

貧
冨
ｇ
い
い
馨
、
ウ
ィ
ー
ク
。
エ
ン
ド
に
は
フ
ォ
ー
ク
ス
の

サ
ン
ク
ナ

急
の
§
３
９
》
》
に
乗
っ
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
製
の
車
は
や

は
り
日
本
製
に
は
及
ば
な
い
。

急
用
が
出
来
て
僕
等
よ
り
一
日
早
く
ニ
ュ
ー
。
オ
ル
リ

フ
エ
ル
ナ
ン
ド

サ
ン
ド
ラ

ン
ズ
か
ら
マ
イ
ア
ミ
に
帰
っ
た
国
①
目
自
Ｑ
ｏ
と
の
ｍ
Ｂ
Ｑ
愚

の
家
に
向
っ
て
僕
は
車
を
走
ら
せ
た
。
旅
行
シ
ー
ズ
ン
で

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
帰
る
便
の
空
席
が
無
く
、
も
う
一
週
間
マ

イ
ア
ミ
に
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
「
心
配

せ
ん
と
何
時
迄
居
て
も
か
ま
へ
ん
…
：
．
」
と
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
が
言
う
の
で
僕
は
家
内
の
マ
リ
ア
と
息
子
の
マ
サ
ヲ

ヅ
ユ
ニ
ア

浄
．
を
連
れ
て
再
び
彼
の
家
に
世
話
に
成
る
事
に
な
っ
た
。

コ
コ
ナ
ッ
ツ
”
グ
ロ
ー
ヴ

○
○
８
口
貝
○
局
○
ぐ
①
に
あ
る
彼
の
家
は
、
映
画
「
風
と
共

に
去
り
い
」
に
出
て
来
る
様
な
大
邸
宅
で
、
客
が
寝
泊
り

出
来
る
部
屋
が
い
く
つ
も
有
り
、
裏
は
入
江
で
ヨ
ッ
ト
・

ハ
ー
バ
ー
に
成
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
の
家
の
近
く
に
は

コ
コ
ロ
ウ
オ
ー
ク

震
○
○
８
急
幽
弄
忌
と
い
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
商
店
街
が
あ
る
。
面
白
い
の
は
夜
に
な
る
と
数
台
の

り
き
し
や

力
車
が
さ
か
ん
に
客
呼
び
を
し
て
５
ド
ル
払
う
と
ア
ヴ
ェ

ッ
ク
を
乗
せ
て
其
の
辺
り
一
角
を
一
周
し
て
く
れ
る
。
い

ず
れ
も
愉
快
な
学
生
風
の
白
人
の
若
者
ば
か
り
で
、
客
を

乗
せ
る
と
跳
び
上
っ
た
り
車
を
グ
ル
グ
ル
廻
し
て
チ
ャ
リ

ル
の
で
乗
せ
て
も
ら
っ
た
二
人
連
れ
は
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。

日
本
で
は
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
ハ
ワ
イ
に
観
光
客

が
押
し
寄
せ
る
よ
う
だ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
は
先
ず
マ

イ
ア
ミ
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
有
名
な
オ
ル
ラ
ン
ド
で

あ
ろ
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
非
常
に
買
物
が
好
き
な
人
種
な

の
で
デ
ィ
ズ
ー
ー
ー
に
見
物
に
行
っ
て
も
帰
り
は
必
ず
マ
イ

ア
ミ
に
寄
っ
て
し
こ
た
ま
買
物
を
し
て
帰
る
。
だ
か
ら
マ

イ
ア
ミ
の
商
人
に
と
っ
て
は
と
て
も
良
い
お
客
で
、
ダ
ウ

か
か

ン
タ
ウ
ン
を
歩
く
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
旗
を
掲
げ
た
店
や
、

表
に
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
応
対
」
と
書
い
た
店
が
沢
山
あ

る
。
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
経
営
の
店
に
入
る
と
中
は
ブ
ラ
ジ

ル
人
ば
か
り
で
、
と
ん
だ
処
で
知
り
合
い
に
出
く
わ
す
事

１
９８
１

ロ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
片
手
に
ブ
ラ
ジ
ル
一
人
歩
き
八
⑲
Ｖ

マ
イ
ア
ミ
と
ブ
ラ
ジ
ル
人
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繍蕊

ス
は
未
だ
一
回
も
無
い
そ
う
だ
。
リ
オ
や
サ
ン
パ
ウ
ロ
等

か
ん
き
よ
う

強
盗
事
件
が
日
常
沙
汰
の
環
境
で
育
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
は

叱
瑳
の
場
合
に
反
抗
せ
ず
如
何
に
自
分
の
身
を
守
る
か
と

い
う
事
を
心
得
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

処
で
僕
等
の
マ
イ
ア
ミ
滞
在
も
残
り
僅
か
と
な
っ
た
の

ベ
イ
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

で
感
謝
の
意
味
で
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
夫
婦
を
、
四
『
の
丘
①
の
ロ
‐

ラ
ス
ク
ツ
パ
ス

レ
ス
ト
ラ
ン
テ

○
９
日
、
の
言
Ｆ
四
ｍ
目
§
画
の
ど
と
云
う
ス
ペ
イ
ン
料
理
店

に
招
待
し
た
。
闘
牛
士
の
様
な
キ
リ
ッ
と
し
た
ボ
ー
イ
に

ヴ
イ
ー
ニ
ョ

く
甘
声
ｏ
を
注
文
し
た
ら
、
「
息
子
の
飲
物
は
？
」
と
尋
ね

た
。
今
年
岨
歳
に
成
っ
た
マ
サ
ヲ
ジ
ュ
ニ
ア
が
、
「
僕
も

一
緒
に
ワ
イ
ン
を
飲
む
よ
ノ
．
」
と
言
っ
た
ら
、
「
ア
ル
コ

ニ
ー
ニ
コ

ー
ル
は
瓢
歳
以
上
、
子
供
は
絶
対
に
駄
目
だ
／
、
」
と
ボ
ー

イ
に
き
び
し
く
注
意
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
考
え
ら
れ

な
い
事
だ
が
規
則
を
厳
格
に
守
る
と
い
う
事
は
と
て
も
良

メ
ー
ザ

い
事
だ
。
僕
等
の
食
卓
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
で
食
事
を

し
て
い
た
家
族
づ
れ
の
一
団
が
誰
か
の
誕
生
日
ら
し
く
、

倉
田
９
日
豆
昇
巨
昌
甘
討
○
口
一
》
》
と
手
拍
子
を
打
ち
な

が
ら
歌
い
出
し
た
。
そ
れ
を
見
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
、
「
あ

の
連
中
は
き
っ
と
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
／
」
と
言
っ
た
。
ハ
ッ

ピ
ー
・
バ
ー
ス
デ
イ
を
手
拍
子
で
歌
う
の
は
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
の
風
習
だ
か
ら
だ
そ
う
だ
。

翌
日
の
デ
ィ
ナ
ー
に
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
夫
婦
が
「
お
返

モ
ン
ツ

シ
ー
・
フ
ー
ド

し
に
」
と
言
っ
て
《
《
旨
Ｏ
貝
姻
署
と
い
う
の
①
四
国
ｏ
ｏ
Ｑ
の
レ
ス

ス
ト
ン
・
ク
ラ
プ

ト
ラ
ン
テ
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
聾
○
口
の
○
吋
号
と
い
う
メ

ハ
ミ
サ

キ
シ
コ
湾
で
護
れ
る
カ
ニ
の
解
禁
期
で
茄
で
た
大
き
な
鉄

に
レ
モ
ン
を
か
け
て
食
べ
る
の
が
と
て
も
美
味
だ
っ
た
。

い
よ
い
よ
出
発
の
日
の
夜
諭
僕
等
は
空
港
で
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
し
て
荷
物
を
送
り
出
し
た
後
出
発
迄
未
だ
３
時
間
程

あ
る
か
ら
と
言
っ
て
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
僕
等
を
彼
の
家
に

連
れ
て
戻
っ
た
。
サ
ン
ド
ラ
夫
人
が
カ
フ
ェ
を
入
れ
て
く

れ
、
ジ
ャ
ズ
の
Ｃ
Ｄ
を
聞
い
た
後
再
び
空
港
迄
送
っ
て
く

れ
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
、
「
メ
ウ
・
ア
ミ
ー
ゴ
ノ
．
今
年
の

年
末
は
一
緒
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
行
こ
う
や
：
…
・
」

と
言
っ
て
別
れ
た
。

風の強い寒い日にマイアミピーチにて（海岸の砂浜はブラジ
ルの方がずっと美しい）

が
あ
る
。
家
内
と
商
店
街
を
歩
い
て
い
た
ら
、
「
セ
ー
ー
ョ

ー
ル
は
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ス
の
顔
し
と
る
け
ど
ジ
ャ
ボ
ン
か
ら

来
た
ん
と
違
う
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
や
ろ
／
Ｌ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
で
話
し
か
け
て
来
て
店
の
宣
伝
の
チ
ラ
シ
を
く
れ
る
。

中
南
米
か
ら
の
移
民
が
多
く
大
半
が
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す

の
で
、
英
語
が
話
せ
な
く
て
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
質
問
し

て
ス
ペ
イ
ン
語
で
返
答
、
そ
れ
で
結
構
話
が
通
じ
、
ブ
ラ

ジ
ル
人
の
ツ
ー
リ
ス
ト
に
と
っ
て
は
至
極
便
利
だ
。
ブ
ラ

ジ
ル
人
は
亦
と
て
も
「
オ
ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
」
な
国
民
性

な
の
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を

話
し
て
い
る
と
必
ず
話
し
か
け
て
来
る
。
中
南
米
で
も
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
を
話
す
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
丈
だ
か
ら
外
国
で
自

国
語
を
話
す
人
間
に
会
う
と
嬉
し
く
な
る
の
だ
ろ
う
。

マ
イ
ア
ミ
も
最
近
は
治
安
が
悪
く
な
り
、
ツ
ー
リ
ス
ト

が
襲
わ
れ
た
と
い
う
一
一
ユ
ー
ス
を
度
々
耳
に
す
る
。
こ
の

間
も
ド
イ
ツ
人
の
親
光
客
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
た

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
観
光
客
が
強
盗
に
殺
傷
さ
れ
た
ケ
ー

溝

9９
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畿儀続鱗葱｡
為溝
I 司陽間

四
月
十
九
日
（
火
）
、
月
光
園
に
て
有
馬

温
泉
観
光
協
会
青
年
部
の
総
会
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
平
成
五
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
な
ど
を
親
会
（
観
光
協
会
）
に

報
告
す
る
も
の
で
、
合
わ
せ
て
卒
会
者
、

新
役
員
、
新
入
会
員
の
紹
介
、
平
成
六
年

度
の
事
業
計
画
案
、
予
算
案
な
ど
も
報
告

さ
れ
る
。
梶
木
観
光
協
会
長
は
報
告
を
受

け
た
あ
と
、

「
昨
年
度
は
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ァ

神
戸
冊
に
よ
る
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
皆
が
総
出
で
頑
張
っ

て
く
れ
た
。
観
光
協
会
と
し
て
は
、
お
客

様
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
な
お
か
つ
有
馬

に
住
む
人
、
働
く
人
達
に
と
っ
て
も
楽
し

く
過
ご
せ
る
有
馬
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思

っ
て
い
る
」

と
語
り
、
観
光
協
会
と
し
て
は
有
馬
川
の

遊
歩
道
、
太
鼓
橋
の
拡
張
、
公
園
の
整
備

な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
充
実
に
力
を
入
れ
て

敷地内から湧きでる
日本最古の温泉｡ 有易温泉・

阪急ホテルチェーン

賓鶏ビユーホデI Ｌ

湯の街

静寂さにつつまれた

自
分
の
ま
ち
の
た
め
に

そ
し
て
自
分
の
た
め
に

ｌ
観
光
協
会
青
年
部
総
会

くつろぎの宿

TEL m 7 3 )麺- 1 0 2 4

＊遮りの徹臨勘苛坊
TEL(07副翠一C閏5１

陵楓閣

「沙羅の花と一弦琴の鑑賞会」「ありまのカーニバル」. ．…・
今年も有馬では多彩な催しが繰り広げられる。

閏ｐ

ＴＥＬ(O78j904-2291TEL(078)904-O675
T E L E X 5 E Z 7 = 1 1 5

有震へルズセン辱一

テニスでいい汗
い喰湯にとっぷり
味に集う

農事､法要､おH州リも承ります‘
TEL(078)904-0501㈹
FAX(078)904-3838.

１
１００
１

TEL(078)904-2295㈹
●

温翌と演芸と遊技濁
穆塗鞠国際弧光旅館
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政府避録国際観光旅館

旅館業を営む人だけではない。普通のサラリーマンもいる。他の神
戸市民の中にどれだけ自分のまちのために会社を抜け出せる人がい
るだろうか。

淫識蕊

』灘蟻

参
加
し
た
。
神
戸
新
聞
社
長
室
長
の
村
井

顕
彦
氏
は
、

「
有
馬
の
青
年
部
は
多
彩
な
活
動
を
さ
れ

て
い
て
感
心
し
て
い
ま
す
。
大
体
に
お
い

て
地
域
起
こ
し
は
、
人
材
、
地
理
的
に
も

恵
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
点
恵
ま
れ
て
い
る
有
馬
が

活
動
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
心
強
く
感

じ
ま
す
。
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
や
り

に
く
い
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か

ら
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
活
動
の
目

標
と
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
語
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
有
馬
と
一
度
関

わ
っ
た
人
た
ち
は
、
何
ら
か
の
感
想
を
持

ち
、
色
々
前
向
き
に
意
見
を
述
べ
て
く
れ

る
よ
う
だ
。

卒
会
者
の
挨
拶
の
中
で
、

「
卒
会
す
る
の
は
う
れ
し
い
よ
う
な
、
し

か
し
未
練
が
残
る
よ
う
な
複
雑
な
気
持
ち

で
す
。
現
会
員
の
人
に
言
い
た
い
の
は
、

〃
人
か
ら
何
か
し
て
も
ら
う
の
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
自
分
か
ら
何
を
し
よ
う
か
と

考
え
て
欲
し
い
〃
と
い
う
こ
と
で
す
」

と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
恵
ま
れ
て
い
な
い

地
方
の
人
々
が
村
お
こ
し
を
す
る
の
は
生

き
て
い
く
道
だ
。
都
会
の
温
泉
地
、
有
馬

で
は
そ
こ
ま
で
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
有
馬
は
今
や
有
馬

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
他
の
神
戸
市
民

に
そ
の
意
気
込
み
を
見
せ
る
力
は
あ
る
と

田
管
っ
Ｃ

い
く
と
抱
負
を
述
べ
た
。
ま
た
、

「
反
対
に
青
年
部
は
ソ
フ
ト
面
で
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。
今
年
一
月
か
ら

始
め
た
〃
温
泉
大
学
″
は
、
青
年
部
の
評

価
を
上
げ
た
と
思
う
。
個
人
的
に
も
で
き

る
だ
け
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
今
年
の
青
年
部
の
感
想
を
語
っ
た
。

〃
有
馬
温
泉
大
学
〃
は
様
々
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
人
を
毎
月
一
回
招
き
、
講
演

を
行
う
も
の
で
、
今
月
で
五
回
目
を
数
え

る
。
徐
々
に
参
加
者
も
増
え
て
い
る
ら
し

い
が
、
こ
の
会
を
開
く
こ
と
に
あ
た
っ
て

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
と
い
っ
て
も
、
有
馬
と

他
方
面
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広

が
る
こ
と
。

今
回
の
総
会
に
も
温
泉
大
学
の
講
師
が

蔑諺

ＴＥＬ(078)904-0181

日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(891)0031

潔患蕊鍵鶴

ザ

命敏山
ＴＥＬ（078)904-0701(代）

企画折幕エ芋の為
乎戊6 年4 （きて休無典しておウます

101 会議ｾﾐﾅ ｰから御家族卦1jj諸
有塁がランF ホラル

TEL(078)904-0731

古象風
一

一

》
湯けむりに伝える

雅ただようくつろぎの館

‘や｡鋒蛎冨
ＴＥＬ(078)904-0781

自然の恵みを 平成６年ラ月
日本の伝娩･ 歎守屋追クの俺とＬて

お目にかかります
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雷鳶ミ

識;i毒字霧：
四
月
一
日
に
「
こ
う
べ
市
民
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
場
所
は
Ｊ
Ｒ
三
宮
駅
か
ら
東
南
へ
徒
歩

約
旭
分
、
磯
上
公
園
の
や
や
東
側
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
神

戸
市
が
一
七
五
億
円
を
か
け
て
建
設
し
た
も
の
で
、
地
上

「
こ
う
べ
市
民
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が

三
宮
に
完
成

十
階
地
下
二
階
建
て
。
白
と
グ
レ
ー
の
色
調
で
最
上
階
に

あ
る
開
閉
式
の
プ
ー
ル
の
ド
ー
ム
屋
根
が
特
徴
。
竣
工
式

に
は
笹
山
幸
俊
市
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
「
す
べ
て

の
市
民
が
や
さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
を
実
感
で
き
る
福
祉
の

町
づ
く
り
の
拠
点
に
」
と
拶
挨
を
の
べ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
中
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
階
か
ら
五
階
ま
で
が
新
設
の
「
市
民
福
祉
大
学
」
（
恋

２
７
１
．
５
３
０
０
）
。
学
長
に
は
関
西
学
院
大
学
名
誉

教
授
の
田
中
国
夫
氏
が
就
任
。
こ
こ
で
は
福
祉
従
事
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
、
一
般
市
民
向
け
の
講
座
な
ど
、

人
を
育
て
る
た
め
の
幅
広
い
学
習
の
場
を
提
供
す
る
。
今

年
度
は
八
千
人
の
受
講
者
を
予
定
し
て
い
る
。
一
部
の
講

座
に
は
幼
児
の
無
料
託
児
も
あ
る
。

ま
ず
一
階
に
は
「
市
民
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
」
（
恋
２
７

１
．
５
３
０
６
）
、
「
市
民
福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー
」
（
密
２
７

１
．
５
３
５
０
）
、
「
福
祉
機
器
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
（
密
２
７

１
．
５
３
２
５
）
が
あ
る
。
福
祉
の
専
門
職
を
希
望
す
る

’
0２
１

謙
鑑 露

鱗

屋上プールのガラスのドーム屋根が特色の
「こうべ市民福祉交流センター_ Ｉ 蕊鶏

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

神
戸
を

ン４

福
私
の
街
ド
》

笹山幸俊神戸市長らが
竣エ式でテープヵット

橋
本
明
く
鑑
歎
蕊
霊
〉

司
罰
噴
鯛
尋鴬

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
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1 0 階のプール。屋根は可動式になっている8 階のトレーニング室

人
た
ち
へ
の
就
職
相
談
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い

と
い
う
市
民
へ
の
情
報
の
提
供
や
活
動
の
場
の
紹
介
を
し

た
り
、
市
民
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
に
関
す
る
情
報
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
う
。
ま
た
、
車
イ
ス
や
歩
行
補
助
器
具
、
ト

イ
レ
や
入
浴
な
ど
の
福
祉
機
器
、
介
護
用
品
な
ど
約
四
百

点
の
展
示
。
販
売
や
情
報
提
供
、
専
門
相
談
を
行
な
う
。

一
、
二
階
吹
き
抜
け
の
交
流
ホ
ー
ル
は
、
い
つ
も
は
ロ

ビ
ー
と
し
て
利
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
時
は
仮
設
ス
テ

ー
ジ
や
五
十
人
程
の
イ
ス
も
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
階
と
三
階
に
は
研
修
室
、
介
護
実
習
室
、
調
理
実
習

室
な
ど
の
他
、
福
祉
の
専
門
図
書
や
資
料
な
ど
五
千
点
を

備
え
た
「
福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
も
あ
る
。

四
、
五
階
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
福
祉
四
団
体
の

事
務
所
。

六
階
は
「
中
央
在
宅
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
魯
２
７
１
．

１
２
９
４
）
。
中
央
区
在
住
の
、
自
宅
で
暮
ら
す
介
護
が

必
要
な
お
年
寄
り
を
対
象
に
車
で
送
迎
し
、
リ
ハ
ビ
リ
や

入
浴
、
給
食
な
ど
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
。
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
は
一
日
二
十
人
。
ベ
ッ
ド
に
寝
た
ま
ま
で

入
浴
で
き
る
特
殊
浴
室
や
車
イ
ス
の
ま
ま
入
れ
る
ス
ロ
ー

プ
付
き
の
介
助
浴
室
、
医
務

室
、
機
能
訓
練
室
な
ど
が
あ

り
、
十
一
人
の
ス
タ
ッ
フ
が

室
お
年
寄
り
の
お
世
話
を
す

瀧
る
。
こ
う
し
た
在
宅
福
祉
セ

特却
ン
タ
ー
は
各
区
に
一
ヵ
所
づ

》
つ
設
置
が
進
め
ら
れ
て
お

セ祉
り
、
こ
れ
で
七
カ
所
目
と
な

福ま
る
。

央酔
七
階
か
ら
十
階
に
か
け
て

畷
が
「
市
民
福
祉
ス
ポ
ー
ッ
セ

所
在
地
神
戸
市
中
央
区
翻
上
通
三
丁
目
一
の
三
一
一

利
用
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は

セ
ン
タ
ー
内
の
各
窓
口
へ
。

害
者
水
泳
選
手
権
大
会
、
八
月
に
近
畿
二
府
四
県
三
政
令

都
市
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
会
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
体
育

館
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
な

ど
に
使
え
、
ト
レ
ー
ー
ラ
グ
室
に
は
車
イ
ス
で
も
使
え
る

よ
う
、
十
三
種
類
、
二
十
二
点
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
が

備
え
て
あ
る
。

な
お
、
地
下
は
一
、
二
階
と
も
駐
車
場
で
、
六
十
六
台

収
容
可
能
。
こ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
が
名
称
の
よ
う
に
福
祉

教
育
や
福
祉
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
人
と
人
と

が
交
え
る
拠
点
の
一
つ
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

ン
タ
ー
」
（
密
２
７
１
．
５

３
３
０
）
。
障
害
を
も
っ
た

人
た
ち
や
高
齢
者
を
は
じ
め

一
般
市
民
が
利
用
で
き
る
都

心
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
。
プ
ー

ル
は
二
五
ｍ
が
六
コ
ー
ス
あ

り
、
う
ち
二
コ
ー
ス
は
重
い

障
害
を
も
っ
た
人
た
ち
の
リ

ハ
ビ
リ
用
に
設
計
さ
れ
、
ス

ロ
ー
プ
が
つ
い
て
い
て
車
イ

ス
が
使
え
る
。
身
体
が
不
自

由
な
人
た
ち
の
た
め
の
水

泳
、
卓
球
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
も
開

催
さ
れ
る
。
六
月
に
は
第
一

回
西
日
本
身
体
障
害
者
射
撃

大
会
、
七
月
に
近
畿
身
体
障

蕊蕊蕊熱躍灘
１
１０３
１

拝き鍔呂p 錐露甲F 需認
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上
山
二
郎
『
果
物
補
』

エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
全

盛
期
に
あ
っ
た
１
９
２
０
年
代

の
パ
リ
。
藤
田
嗣
治
を
慕
っ
て

集
ま
っ
た
何
人
か
の
画
家
た
ち

の
中
の
一
人
上
山
二
郎
は
、
帰

国
後
、
日
本
の
抽
象
絵
画
の
パ

イ
オ
ニ
ア
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
紹

介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
画

☆
ザ
・
ク
ラ
ブ

７
／
呉
木
）
１
面
（
日
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
側
場

Ｓ
席
６
０
０
０
円
Ａ
席
４
０
０
０
円
。

１
９
０
３
年
、
ア
メ
リ
カ
。

厳
し
い
資
格
審
査
を
経
て
入
会

が
許
さ
れ
る
、
エ
リ
ー
ト
ば
か

り
の
会
員
制
高
級
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
。
会
員
で
あ
る
男
た
ち
は
、

毎
晩
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
は
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
歌
い
、
踊
り

女
性
談
議
に
花
を
咲
か
せ
る
。

日
頃
う
る
さ
い
女
房
や
愛
人
た

ち
も
、
一
度
ク
ラ
ブ
の
中
に
入

っ
て
し
ま
え
ば
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
、
女
人
禁
制
の
場

所
。
こ
こ
を
舞
台
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
男
た

,i'11塁
演

劇

園
・
※

ｌ
ｌＯ４
Ｉ

蝋
榛名由梨旺なつき

ち
を
演
じ
る
の
は
、
榛
名
由
梨
、

旺
な
つ
き
他
、
完
全
男
装
し
た

７
人
の
女
優
。
シ
ニ
カ
ル
で
ウ

イ
ッ
ト
と
ユ
ー
モ
ア
に
と
ん
だ

斬
新
か
つ
異
色
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
に
、
乞
う
ご
期
待
。

☆
知
ら
れ
ざ
る
画
家
上
山
二
郎

と
そ
の
周
辺
１
１
９
２
０
年
代

パ
リ
の
日
本
人
画
家
た
ち
Ｉ

６
／
４
（
土
）
１
７
／
Ⅳ
（
日
）

芦
屋
市
立
美
術
館

一
般
８
０
０
円
大
高
生
６
０
０
円

中
小
生
無
料
加
名
以
上
割
引
あ
り

棺
な
ど
に
、
鮮
や
か
な
彩
色
や

線
刻
。
彫
刻
で
様
々
な
図
像
を

描
い
た
装
飾
古
墳
が
出
現
。
こ

れ
ら
は
、
仏
教
文
化
受
容
以
前

の
日
本
美
術
史
の
１
．
ヘ
ー
ジ
を

飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
を
も

っ
た
原
始
芸
術
と
い
え
る
。
今

回
の
展
覧
会
で
は
、
実
物
大
の

模
型
や
出
土
物
、
東
京
芸
大
名

誉
教
授
日
下
八
光
氏
が
長
年
に

わ
た
り
描
き
続
け
た
壁
画
の
模

写
な
ど
を
展
示
し
、
装
飾
古
墳

の
世
界
へ
と
誘
う
。

☆
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

第
朗
回
定
期
演
奏
会

６
／
記
（
日
）

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

一
般
１
５
４
０
円
高
校
生
以
下
７
２
０

円
フ
ァ
ミ
リ
ー
券
３
０
９
０
円

神
戸
市
民
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

″
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
″

定
期
演
奏
会
。

ご
美

術

雲家上山
二
郎
が
、
パ
リ
時
代
に

ど
の
よ
う
な
絵
を
描
き
、
ま
た

周
辺
の
日
本
人
作
家
た
ち
と
ど

の
よ
う
な
交
流
を
も
っ
て
い
た

の
か
を
、
１
９
２
０
年
代
に
パ

リ
に
居
た
日
本
人
画
家
た
ち
の

作
品
と
と
も
に
顧
み
る
。

☆
片
山
み
や
び
展

５
／
肥
（
月
）
１
劃
日
（
土
）

番
画
廊
（
大
阪
市
北
区
西
天
満
２
丁
目
）

「
花
が
お
い
で
と
言
っ
て
」

昨
斧
午
度
の
第
詑
回
ブ
ル
ー
メ

ー
ル
賞
美
術
部
門
の
受
賞
者
で

あ
る
片
山
み
や
び
の
個
展
。

今
回
は
版
画
の
他
、
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
も
展
示
す
る
初
の
こ

こ
ろ
み
。
植
物
、
水
な
ど
の
身

近
な
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に
心
地

よ
さ
を
表
現
す
る
彼
女
の
世
界

に
ふ
れ
て
み
て
下
さ
い
。

☆
装
飾
古
墳
の
世
界

６
／
４
（
土
）
１
７
／
打
（
日
）

神
戸
市
立
博
物
館

紀
元
５
．
６
世
紀
頃
、
北
部

九
州
を
は
じ
め
日
本
の
各
地
で

古
墳
の
石
室
内
部
の
壁
面
や
石
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朝比奈千足

☆
第
５
回
モ
ー
ニ
ン
グ
名
画
サ

ロ
ン
ー
モ
ン
ロ
ー
に
夢
中
Ｉ

６
／
６
（
月
）
Ｉ
剖
（
金
）

－
ト
の
企
画
・
演
出
・
司
会
な
ど

の
分
野
で
活
躍
す
る
朝
比
奈
千

足
。
ピ
ア
ノ
に
、
国
内
外
で
高

い
評
価
を
得
、
音
楽
に
対
す
る

深
い
洞
察
力
、
自
然
で
豊
か
な

表
現
力
、
色
彩
感
に
富
ん
だ
響

き
で
我
が
国
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
貴
重
な
存
在
、
井
上
直
幸

で
贈
る
歌
劇
「
劇
場
支
配
人
」

序
曲
Ｋ
畑
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

鯛
番
イ
長
調
Ｋ
棚
他
。

指
揮
に
、
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
音
楽
監
督
で
、
テ
レ

ビ
朝
Ｈ
「
題
名
の
な
い
音
楽

会
」
指
揮
者
、
ラ
ジ
オ
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
サ
ロ
ン
コ
ン
サ

☆
ミ
ハ
イ
ル
・
リ
ッ
キ
ー

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

６
／
１
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

レノ

☆
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
交
響
楽
団

６
／
ｕ
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

レノ

★
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
・
ガ
ラ
・
ヴ
ェ
ル

デ
イ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

６
／
亜
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

レノ

☆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ー
ー

ッ
ク

６
／
型
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

レ
騨霊雲鰯鞠譲雲雛忽
鴬曝逢難癖鐘農瀧鴇
／／／／廊／／／／／日／玄／／／
2 ３ユ６９２１３１８ｎ４２１展２１畑２５２２
ＩｌｌＩｌＩｌＩｌｌ会Ｉまま
2 ８２１１４７２１２４１７１０２７２９本６でで

霧霧篭蕊１

１
０５
１

新
聞
会
館
シ
ネ
マ
２

当
日
１
０
０
０
円
前
売
８
０
０
円
（
３

番
組
共
通
。
１
番
組
の
み
通
用
）

「
ピ
バ
。
シ
、
不
マ
ノ
．
ピ
バ

モ
ン
ロ
ー
ノ
．
」
と
題
し
て
、
謎

に
包
ま
れ
た
女
優
マ
リ
ン
・
モ

ン
ロ
ー
の
名
作
を
晦
日
間
の
み

公
開
す
る
。
大
画
面
に
進
る
モ

ン
ロ
ー
に
夢
中
に
な
っ
て
下
さ

い
。

①
６
／
６
（
月
）
１
ｍ
（
金
）

「
７
年
目
の
浮
気
」

②
６
／
畑
（
月
）
、
！
Ⅳ
（
金
）

「
シ
ョ
ー
ほ
ど
素
敵
な
商
売

は
な
い
」

③
６
／
別
（
月
）
、
Ｉ
型
（
金
）

「
紳
士
は
金
髪
が
お
好
き
」

甫
翻
溌
騨

映
画 I雷” ノ

井上 直幸

☆
第
３
回
ア
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

６
／
４
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
（
中
）

★
第
妬
回
花
か
が
み
公
演

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ゼ
・
タ
ン

ゴ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

６
／
９
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
（
大
）

★
ビ
バ
／
フ
ラ
メ
ン
コ
弧

Ｉ
ス
ペ
イ
ン
の
情
熱
が
舞
う
Ｉ

６
／
町
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
（
大
）

☆
ａ
ｂ
シ
ネ
マ
ー

愛
と
緒
霊
の
家
５
／
型
ｌ

★
ａ
ｂ
シ
ネ
マ
２

さ
ら
ば
、
わ
が
愛
５
／
釦
ま
で

さ
く
ら
５
／
理
１
６
／
、

★
新
聞
会
館
１
・
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
ー

天
使
に
ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
Ⅱ５

月
中
旬
Ｉ

☆
三
劇
・
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
３

ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
上
映
中

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
４

ピ
パ
リ
ー
ヒ
ル
ヒ
リ
ー
ズ

危
険
な
遊
び
（
２
本
立
）
５
／
皿
Ｉ

★
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸

６
／
１
．
２

オ
リ
ッ
ク
ス
脂
日
本
ハ
ム

６
／
３
．
４
．
５

オ
リ
ッ
ク
ス
婚
西
武

６
／
、
。
ｕ
・
狸

オ
リ
ッ
ク
ス
妬
ロ
ッ
テ

６
／
血
・
魁
・
鯛

オ
リ
ッ
ク
ス
妬
西
武

☆
ユ
ニ
パ
ー
記
念
競
技
場

５
／
妬

キ
リ
ン
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
Ⅷ

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
贈
フ
ラ
ン
ス

☆
園
◎
ず
の
弓
開
園
◎
昌

弔
曾
吋
守
埼
や
宝

ラ
テ
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス

ー
ラ
テ
ン
に
恋
よ
ノ
ー

６
月
ｎ
日
（
土
）
姐
時
釦
分

神
戸
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

前
売
３
５
０
０
円

当
日
４
０
０
０
円

（
協
）
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

タ
ウ
ン
協
議
会
が
主
催
す
る
〃
ラ
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
″
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
女
性
ラ
テ

ン
グ
ル
ー
プ
多
チ
カ
・
プ
ー
ン
参
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
や
、
来
場
者
の
中

か
ら
「
大
賞
」
を
選
ぶ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
、
楽
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

南
園
一
ム
ー
ド
あ
ふ
れ
る
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
や
プ
ラ
ン
ト
の
数
々
で
放
出

さ
れ
た
会
場
は
、
ま
さ
に
ジ
ャ
ン
グ

ル
。
ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
夜
を
／

■
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
組
Ⅲ
名
様
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー

テ
ィ
チ
ケ
ッ
ト
希
望
」
と
書
い
て

「
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
係
」
ま
で
。

５
／
末
必
着
。

ス
ポ
ー
ツ

穂国
．
。
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